


　
新
青
丸
は
二
〇
一
一
年
の
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
よ
る
海
の
変
化
を
調
べ
る
た
め
に
、

二
〇
一
三
年
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
正
式
名
称
は

「
東
北
海
洋
生
態
系
調
査
研
究
船
（
学
術
研
究
船
）

新
青
丸
」
で
、
母
港
は
大
槌
港
で
す
。

　
東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
形
成
事
業
（
以

下
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
は
、
こ
の
巨
大
地
震
と
津
波
に

よ
っ
て
、
東
北
沿
岸
海
域
の
海
洋
環
境
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
、
漁
場
を
含
む
生
態
系
が
ど
の
よ
う

に
撹
乱
さ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
回
復
過
程
が

ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
槌
湾
、
女
川
湾
、
釜

石
湾
と
そ
の
東
方
海
域
に
観
測
定
点
を
設
け
（
図

１
）、
新
青
丸
を
使
っ
て
年
間
二
〜
四
回
の
航
海
調

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
二
〇
一
八
年
夏
、
新
青
丸
が
、
大
槌
湾
周
辺
で

集
中
的
な
観
測
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
に
、

広
報
大
使
の
メ
ー
ユ
が
初
乗
船
し
ま
し
た
。
学
術

研
究
船
で
の
観
測
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

特集メ
ー
ユ 

船
に
乗
る 

〜
新
青
丸
航
海
調
査
〜

Tohoku Ecosystem-Associated Marine Sciences（TEAMS）
東北マリンサイエンス拠点形成事業̶海洋生態系の調査研究̶ 
について

／

東京海洋大学
／

（ ）

東京海洋大学

　文部科学省の支援を受けて 2012 年 1
月に開始され、東北大学、東京大学大気
海洋研究所、海洋研究開発機構を代表機
関・副代表機関とし、全国の研究者が連
携して、地震と津波で被害を受けた東北
沿岸域の科学的な調査を10年間にわたっ
て行う事業です。調査研究を通じて漁業
の復興に貢献することを目指しています。
　東京大学大気海洋研究所では、震災後
に建造された調査船「グランメーユ」* に
ちなみ、TEAMS 東大グループの愛称を
「プロジェグランメーユ」と名付けました。
岩手県大槌町にある「国際沿岸海洋研究
センター」を拠点として、調査研究を続
けています。
＊「グランメーユ」とは仏語で大きな木槌の意 特集
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プロジェグランメーユ
の広報大使・メーユが
ご案内します !

　三陸の沖合には暖流と寒流がぶつかり合い、豊かな漁場が広がっています。
入り組んだ海岸線に沿って点在する街々には固有の風土や文化が根付いてきま
した。しかし、そこでは過疎化・高齢化の問題や東日本大震災による被害を乗
り越えた先の希望、あるいは将来への展望が求められています。
　私たちは、これまで TEAMSを通じて東北の湾の特徴を調べてきました。し
かし、もう一歩進んだ漁業復興への貢献には、そこに居住されている方々の暮
らしぶりを知る必要があることに気付きました。つまり、海の特徴と街の特徴
とは人々の生活を通じて深く結びついているはずです。
　そこで、大槌町に研究拠点を置く東京大学大気海洋研究所 国際沿岸海洋研究
センターと、釜石市に拠点を置く本学社会科学研究所とが連携し、「海と希望
の学校 in 三陸」を開始しました。

プロジェクトがめざすこと
●湾ごとの海の特徴、そこに生息す
る生物とその変動を明らかにする 

●地域ごとの暮らしと文化の特徴 
（＝ローカル・アイデンティティ）
を明らかにする 

●地域ごとの可能性を地元の小・中・
高校生たちとともに考え、将来へ
の希望を見出すとともに、その実
現を目指す人材を育成していく

　国際沿岸海洋研究センターに開設予定の展示室「おおつち海の勉強室」やい
ろいろな通信手段を用いて、三陸沿岸の魅力・活力・底力を積極的に発信して
いきますので、ぜひご活用ください。また、このプロジェクトはみなさんのご
理解とご協力なしには進められないので、どうぞよろしくお願いいたします。
 （北川貴士）

『海と希望の学校 in 三陸』が開校しました

シンボルマークは、好奇心・学びを意味す
る鉛筆型のマストに、希望の帆を張り上げ、
満帆に風を捉えて新たな海へこぎ出すセン
ターと地域をイメージしています

船尾に
「大槌」って
書いてあるわ !

図１　調査海域図
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新
青
丸
で
は
こ
れ
ま
で
、
物
理
、
化
学
、
生
物
に
関
す
る

総
合
的
な
観
測
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
沖

合
の
海
流
に
応
じ
た
湾
内
外
の
海
水
の
動
き
、栄
養
塩
類
＊

や
汚
染
物
質
な
ど
の
化
学
的
成
分
の
濃
度
や
変
動
、微
生
物・

浮
遊
生
物
・
底
生
生
物
な
ど
の
分
布
、
種
類
、
そ
の
季
節
変

動
の
パ
タ
ー
ン
、
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
で
、
東
北
周
辺
域
の

海
が
ど
の
よ
う
な
化
学
成
分
や
生
物
群
に
よ
っ
て
成
り
立

ち
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
変
動
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
槌
湾
内
外
で
の
海
水
の
動

き
が
湾
内
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
航
海
で
は
、
大
槌
湾
口
付
近
に
集
中
し
、
湾

内
外
の
海
水
の
動
き
を
精
密
に
調
べ
る
と
同
時
に
、
様
々
な

化
学
的
、
生
物
的
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
湾
内
の
状
況
を
比
較
す
る
た
め
、
小
型
調
査
船
・

弥
生
に
よ
る
湾
内
の
同
時
観
測
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　
本
航
海
で
は
七
月
二
二
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
九
日
間
を

３
つ
の
行
程
に
分
け
ま
し
た
（
図
２
）。
行
程
ご
と
に
調
査

内
容
が
異
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
た
め
、

漁
師
さ
ん
に
お
願
い
し
、
漁
港
か
ら
湾
内
で
待
機
す
る
新
青

丸
ま
で
の
間
を
送
り
迎
え
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写
真

２
）。
こ
う
し
た
や
り
方
は
初
の
試
み
で
す
が
、
多
様
な
角

度
か
ら
、
集
中
し
た
観
測
を
効
率
よ
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
メ
ー
ユ
が
乗
船
し
た
行
程
２
の
実
質
内
容
は
（
図
２
）、

主
に
マ
ル
チ
プ
ル
コ
ア
ラ
ー
と
い
う
大
型
採
泥
器
を
使
っ

た
海
底
堆
積
物
の
採
取
で
し
た
（
表
紙
参

照
）。
ま
た
塩
分
と
水
温
を
鉛
直
的
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
測
定
す
る
高
精
度
の
機
器

（
C
T
D
）
を
装
着
し
た
大
型
の
採
水
器

を
使
っ
て
、
海
水
試
料
の
採
取
も
行
い
ま

し
た
（
写
真
３
）。

　
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

九
日
間
の
航
海
期
間
中
、
い
つ
ど
こ
で
ど

ん
な
作
業
を
す
る
か
を
、
あ
ら
か
じ
め

時
間
単
位
で
決
め
て
あ
り
、
昼
夜
の
区
別

は
な
し
。
決
め
て
あ
る
観
測
点
に
着
け

ば
、
何
時
で
あ
ろ
う
と
観
測
が
開
始
さ
れ

る
し
、
得
ら
れ
た
試
料
を
処
理
す
る
た
め

に
は
徹
夜
作
業
が
普
通
で
す
。
決
め
ら
れ

た
期
間
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
観
測
を
行

い
、
試
料
を
得
て
デ
ー
タ
を
取
り
た
い
の
で
、
何
も
し
て
い

取
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
ま
す
。
幸
い
メ
ー
ユ
が
乗
っ
た
期

間
の
作
業
で
は
全
て
の
予
定
観
測
点
で
う
ま
く
泥
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
海
底
か
ら
採
取
さ
れ
た
泥
の
詰
ま
っ
た

ア
ク
リ
ル
の
パ
イ
プ
は
、
機
器
か
ら
す
ぐ
外
さ
れ
て
研
究
室

に
運
ば
れ
ま
す
（
写
真
７
）。
採
泥
器
に
は
次
の
採
泥
に
備

え
て
空
の
パ
イ
プ
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
い
る

間
に
も
、
船
は
次
の
観
測
点
へ
移
動
し
て
い
て
、
ま
た
同
じ

作
業
の
開
始
。
マ
ル
チ
プ
ル
コ
ア
ラ
ー
に
よ
る
採
泥
は
７
点

写真1：大槌湾の湾口に集結した弥生（右）と新青丸（左）
このあと弥生は湾内を、新青丸は湾外を航走し、沿岸～外洋移行域の物理・
化学・生物の特性を詳細に調査しました。

共同観測を通して
海を深く知る

観
測
は
昼
夜
を
問
わ
な
い

写真2
漁師さんに傭船をお願いし、メン
バーの乗り換え。地元の方々のご協
力なしに調査はできません。

写真4：ウィンチ操作室
観測点までの距離や、船速、ワイヤーのテンションなどの情報と、
甲板の状況を見ながら操作します。この日の作業は深夜に及び
ました。

写真5
船内の研究室で観測の状況をチェックします。

写真7
採泥したパイプの取り替え。泥の詰まったアクリルパイプは外
され、空のパイプを取り付けます。

写真3：CTD観測と採水
温度、塩分、水温をリアルタイムで
測定し表示するセンサーと、そのフ
レームに最大 24本の採水器が装着
されており、測定しながら採りたい
深度で採水することができます。

写真6：採泥器（マルチプルコアラー）の引き揚げ
今回の観測では、大槌・釜石沖の海底谷付近が陸
起源物質のたまり場になっているのかどうか、そ
れがどのようにたまっているかを調べました。

物
理・化
学・生
物
の
研
究
者
が

大
集
合
!

行程
3

行程
2

行程
1

月日

7/22（日）
23（月）
24（火）
25（水）
26（木）
27（金）
28（土）
29（日）
30（月）

実施内容

●水温と塩分の観測と採水
●海流の観測　●乱流観測

●水温と塩分の観測と採水
●堆積物と底生生物の採取

●水温と塩分の観測と採水
●海中粒子観測
●プランクトン採取
●底生生物採取

入港（石巻港）関係者下船

通船にて乗下船（大槌湾）

通船にて乗下船（大槌湾）

出港（大槌港）関係者乗船

新青丸の動静

図2：調査日程表

え
付
け
ら
れ
て
い
る
Ａ
フ
レ
ー
ム
と
よ
ば
れ
る
大
型
ク
レ
ー

ン
を
支
点
と
し
て
使
い
、
鉄
製
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
つ
な
が
れ
た

コ
ア
ラ
ー
を
、
巻
き
上
げ
機
（
ウ
ィ
ン
チ
）
を
使
っ
て
上
げ

下
げ
し
ま
す
。
甲
板
で
作
業
す
る
人
と
、
ウ
ィ
ン
チ
の
操
作

を
す
る
ウ
ィ
ン
チ
マ
ン
（
写
真
４
）
の
息
が
合
っ
て
い
な
い

と
、
安
全
に
コ
ア
ラ
ー
を
投
入
し
た
り
、
回
収
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
両
者
の
や
り
と
り
の
声
が
拡
声
器
を

通
じ
て
船
中
に
響
く
の
で
、最
初
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
が
、

で
行
い
ま
し
た
が
、
深
夜
に
及
ん
で
も
研
究
者
た
ち
の
集
中

力
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
一
方
、
採
水
器
で
採
水
し
た
海
水
は
、
甲
板
上
で
す
ぐ
に

目
的
に
応
じ
て
異
な
る
ボ
ト
ル
へ
移
し
、
研
究
室
へ
運
ば
れ

ま
す
（
写
真
８
）。【
本
文
8
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

湾
の
中
と
外
で
は

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？

こ
れ
は
安
全
に
作
業
を
進
め
る
う
え
で
必
要
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に

よ
っ
て
作
業
に
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
研
究
者

も
甲
板
上
で
お
お
よ
そ
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

新
青
丸
に
は
あ
ち
こ
ち
に
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
甲
板
上
の
作
業
を
研
究
室
で
確
認
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す（
写
真
５
）。
そ
れ
に
よ
っ

て
次
の
観
測
の
準
備
に
入
っ
た
り
、
試
料
処
理

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

す
。

　
さ
て
、
マ
ル
チ
プ
ル
コ
ア
ラ
ー
が
海
底
に
到

達
す
る
と
、
自
動
的
に
ア
ク
リ
ル
パ
イ
プ
が
海

底
に
突
き
刺
さ
り
、中
に
泥
が
入
り
込
み
ま
す
。

引
き
上
げ
る
時
に
パ
イ
プ
の
下
部
に
蓋
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
採
っ
た
泥
が
落
ち
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ヤ
ー
が
巻
き
上
げ
ら
れ

て
マ
ル
チ
プ
ル
コ
ア
ラ
ー
が
海
面
上
に
姿
を
現

し
た
瞬
間
に
、
泥
が
う
ま
く
ア
ク
リ
ル
の
パ
イ

プ
の
中
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま

す
（
写
真
６
）。
緊
張
す
る
一
瞬
で
す
。
例
え

ば
海
底
が
傾
斜
し
て
い
た
り
、
岩
盤
だ
っ
た
り

し
た
ら
う
ま
く
取
れ
ま
せ
ん
。
取
れ
な
け
れ
ば

や
り
直
し
で
す
が
、
そ
れ
は
再
度
や
る
時
間
が

写真8
採水した海水は甲板上のCTD室で、目的別にボ
トルへ移します。

な
い
時
間
は
な
い
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
常
に
船
で
働
く
船
員

さ
ん
は
、
三
交
代
制
の
勤
務
で

４
時
間
ご
と
に
交
代
し
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
、
海
底
堆
積
物
の
採
取

作
業
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。
マ

ル
チ
プ
ル
コ
ア
ラ
ー
の
よ
う
な

重
量
物
を
、
甲
板
か
ら
海
面
に

送
り
出
し
、
さ
ら
に
は
５
０
０

〜
８
０
０
ｍ
以
上
の
深
さ
の
海

底
に
ま
で
沈
め
た
の
ち
に
、
再

び
そ
れ
を
引
き
上
げ
て
甲
板
に

回
収
す
る
の
で
す
か
ら
、
作
業

に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で

す
。
新
青
丸
で
は
、
船
尾
に
備

* 栄養塩類……海にすむ植物の栄養にあたるもので、畑の肥料と同じく窒素とリンが主役です。
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　冬の味覚ズワイガニや水族館でおな
じみのタカアシガニ、これら洋なし型
の甲と長い足をもつカニ類はみな、「ク
モガニ」と呼ばれる一大グループのメ
ンバーです。クモガニ類のうち、海藻
群落に生息する種は「モガニ」と呼ば
れ、モガニ類のなかでも日本沿岸で最
も普通に見られるグループが「ヨツハ
モガニ」の仲間です。左右の目の後ろ
に2つずつ、合わせて4つの歯がある
ため「ヨツハ」の名があります。1940
年代まで「よつはいそがに」とも呼ば
れていたこのカニは、「沿岸岩礁上ニ棲
息スル普通種ニテ（中略）海藻ヲ取リ、
中ニ蟹アレバ大抵此ノ種ト云ヒツベシ」
（菊池 , 1932: 富山教育 227, p. 19）
と書かれるほどありふれた種で、まさ
に日本の藻場を代表するカニとして知
られてきました。

　ところが、私たちが行なってきた日
本各地の藻場生態系の調査と国内外の
博物館の所蔵標本の再調査によって、
実は過去の「ヨツハモガニ」の記録に
はたくさんの近似種が含まれているこ
とがわかってきました。そのなかの一
つが「オオヨツハモガニ」です。甲幅
3センチを超える、日本産のモガニ類
としては最大の種で、大槌湾沿岸の海
藻藻場では最も見かけることの多いカ
ニ類です。この種は1930年代から、
東北地方・北海道に分布する「大型の

東京大学 大気海洋研究所 
国際沿岸海洋研究センター
特任助教　大土 直哉（おおつち なおや）
日本の藻場を代表するカニ類「ヨツハモガニ」と
その仲間の「衣・食・住」について紹介します。

ヨツハモガニ」として知られていたの
ですが、詳しく観察してみると、ヨツ
ハモガニとは別種であることがわかり
ました。また、実際の分布域は、日本
海側では長崎から、太平洋側では紀伊
水道からサハリンまでと広く、「本当の
ヨツハモガニ」が分布しない東北地方
にも分布していることもわかりました。

　「ヨツハモガニ」は、遅くとも1970
年代初めには、三陸や北海道の沿岸に
おいて、エゾアワビやウニ類の放流種
苗を食べる存在として記録され始めま
した。一方、三浦半島や紀伊半島で消
化管内容物を調べた研究はいずれも「ヨ
ツハモガニ」は植食性だと報告してい
ました。安定同位体分析という手法を
用いると、オオヨツハモガニが、成長
に伴い、デトリタス＊食性から肉食性の
強い雑食性になるのに対し、「本当のヨ
ツハモガニ」は、植食性の強い雑食性
になることがわかりました。

　ヨツハモガニの仲間は、海藻藻場を
構成する多様な海藻群落のなかでも、
モク類やテングサ類の群落に特に多く、
しかも成長に伴い、棲

す
み込む海藻群落

を変えることもわかりました。相模湾
長井に生息するヨツハモガニは、ゾエ
ア幼生（プランクトン）としてふ化し、
着底後の数ヶ月はテングサ群落に生息
しますが、大部分の個体は成長するに
つれて低潮線付近のヒジキ群落に移動
します。大槌湾長根に生息するオオヨ
ツハモガニも、ヨツハモガニほど明瞭
ではありませんが、水深5 mの紅藻群
落から隣接するエゾノネジモク群落へ
と移動し、それらの海藻群落が枯れ落
ちる季節には、エゾアワビ稚貝や稚ウ
ニが生息する無節サンゴモ転石帯に出
現することもあるようです。

　ヨツハモガニの仲間は、海藻とそっく
りの色をしています。さらに彼らは、身
の回りの海藻を、甲の各所にある釣り針
のような形の毛「鉤

かぎじょうごうもう
状剛毛」に付着さ

せています。「デコレーティング」と呼
ばれるこの行動は、カムフラージュの
ために進化してきたといわれています。

　ヨツハモガニの仲間の「衣・食・住」
の研究からは、彼らの生態には、彼ら
だけを見ていてはわからない部分がた
くさんあることがわかってきました。
例えば、カムフラージュをする生物に
とって、わざわざ生息場を、それも色
の異なる紅

こうそう
藻群落から褐

かっそう
藻群落へ変化

させる、というのはあまり得策ではな
いように思えます。おそらく彼らの生
態は、1，2種類の海藻群落に適応した
ものではなく、いろんな種類の海藻群
落の集まりである藻場全体に適応した
ものなのでしょう。今後は彼らを取り
巻く藻場生態系の季節変化と合わせて
調べていくことが重要です。

ヨツハモガニの仲間 生き物
図鑑
NO.12

食：ウニやアワビの
　　捕食者 !?

藻場のカニ日本代表

オオヨツハモガニ

三陸のヨツハモガニは
別種だった

ヨツハモガニとオオヨツハモガニの分布

住：大きくなると
　　引越します

デコレーティングをしたオオヨツハモガニ
（大槌湾赤浜にて）

* デトリタス……枯れ落ちた海藻や動物のフン、粘液、死骸などが交ざり、海底にたまったもの

ヨツハモガニの生活史（相模湾長井での例）

衣：着
デ コ
飾って隠れる !?

化
学
分
析
を
行
う
た
め
に
直
ち
に
凍
結
し
た
り
、
ガ
ラ
ス
ア

ン
プ
ル
に
封
じ
た
り
、
あ
る
い
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
量

の
指
標
と
な
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
濃
度
を
測
る
た
め
の
ろ
過
作

業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
（
写
真
９
）。
今
回
の
航
海
で
海
水

を
分
析
す
る
理
由
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

 

一
つ
め
は
、
基
礎
情
報
か
ら
海
域
の
特
徴
を
知
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
濃
度
が
高
け
れ
ば
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
豊
富
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
い
ず
れ
そ
れ
を
食
べ

る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
加
す
る
と
予
想
で
き
ま
す
。
得

ら
れ
た
各
種
の
デ
ー
タ
は
モ
デ
ル
班
へ
提
供
さ
れ
、
湾
内
の

栄
養
塩
類
や
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど

の
量
や
、
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え

る
速
度
な
ど
を
総
合
的
に
図
式
化
し
た
モ

デ
ル
を
作
り
上
げ
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
二
つ
め
は
、
湾
内
外
の
比
較
か
ら
、
湾

内
の
現
象
が
何
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
か
を
推
定
す
る
た
め
で
す
。
湾
外

の
変
化
は
東
北
沖
の
海
流
や
さ
ら
に
は
大

き
く
気
候
変
動
な
ど
の
要
因
に
よ
る
も
の

で
し
ょ
う
。
も
し
湾
外
の
そ
う
し
た
要
因

で
は
説
明
で
き
な
い
独
自
の
変
化
が
湾
内

に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
陸

環
境
と
の
関
わ
り
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
に
震
災
の
要
素
も
加
わ
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
例

え
ば
湾
外
の
海
水
中
の
栄
養
塩
類
の
分
布

パ
タ
ー
ン
に
は
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

湾
内
で
は
震
災
後
何
年
か
に
渡
っ
て
震
災
前
と
異

な
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
津
波
に
よ
る
海
底

環
境
の
変
化
、
陸
上
で
行
わ
れ
て
い
る
工
事
の
影
響
、
あ
る

い
は
私
達
が
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
別
の
要
素
に
よ
る
と
推

定
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
解
明
の
た
め
、
今
後

も
継
続
し
て
調
査
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
三
つ
め
は
、
遺
伝
子
解
析
技
術
を
使
っ
て
特
定
の
生
物
群

の
分
布
を
調
べ
る
た
め
で
す
（
写
真
10
）。
本
航
海
で
は
有

害
藻
類
で
あ
る
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
対
象
に
し
ま
し
た
。

貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
個
々
の

湾
で
の
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、湾
外
で
の
分
布
や
、

海
流
に
乗
っ
て
ど
の
よ
う
に
湾
か
ら
湾
へ
と
運
ば
れ
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
航
海

で
は
、
湾
内
外
で
の
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
布
と
海
流
と

の
関
係
を
調
べ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
広
が
る
仕
組
み
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　
本
航
海
で
は
こ
れ
ら
の
観
測
以
外
に
も
、
沿
岸
域
と
外
洋

の
境
界
線
、
つ
ま
り
湾
口
付
近
を
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
も
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
湾
口
付
近
の
構
造
や
物
質
が
行
き

交
う
プ
ロ
セ
ス
、
生
物
の
分
布
な
ど
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
沿
岸
域
と
外
洋
は
物
質
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
別
々
に
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
最
新
の
機
器
を
使
っ
て
湾
口
付
近
で
航
走
し
な
が
ら
、

水
温
・
塩
分
・
溶
存
酸
素
・
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
連
続
観
測
な

ど
も
行
な
い
ま
し
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
現
在
、
研
究

者
た
ち
が
総
力
を
上
げ
て
解
析
し
て
い
ま
す
。

　
海
岸
線
は
海
と
陸
と
が
接
す
る
場
で
す
。
内
湾
は
そ
う
し

た
接
線
に
囲
ま
れ
た
海
域
で
、
接
線
を
持
た
な
い
外
洋
と
は

性
格
が
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
は
ず
で
す
。
三
陸
の
各
湾
は
様
々

な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湾
の
性
格
も
異

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
の
多
く
は
海
岸
付
近
に
住
ん
で

い
る
の
で
、海
岸
は
人
と
海
と
が
接
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
本
研
究
航
海
や
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
が
最
終
的
に
目
指

す
の
は
、
人
が
ど
の
よ
う
に
海
と
上
手
に
つ
き
合
っ
て
い
く

の
か
、
を
知
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
新
青
丸
を
使
っ

た
一
連
の
航
海
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
海
域
に
与
え

た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
海

に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
恵
み

を
海
か
ら
受
け
て
い
る
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

人が海に与える影響、
海から受ける恩恵とは

三
陸
の
い
ろ
ん
な
湾
の
比
較
研
究
へ

写真9
第2研究室内。手前から、ウェット区画、セミドライ区画、
ドライ区画と分かれています。この写真は、分析する目的
別に海水を分水したあと、クロロフィル濃度を測るためのろ
過作業の準備中です。

写真10
貝毒プランクトンの分布を調べるため、採水した水を
ろ過して遺伝子解析を行います。

メ
ー
ユ
の
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
表
紙
参
照
）
の
答
え

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル 

＊
葉
緑
素
（
よ
う
り
ょ
く
そ
）
と
も
い
い
ま
す
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岩
間
さ
ん
は
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
生
ま
れ
の
御
年

八
十
一
歳
。
十
五
歳
で
船
に
乗
り
、
お
兄
さ
ん
の
所
有
す
る

漁
船
の
機
関
長
と
し
て
イ
ル
カ
や
カ
ジ
キ
な
ど
の
突
き
ん
棒

漁
に
長
く
携
わ
っ
た
後
、
三
十
九
歳
か
ら
北
洋
の
サ
ケ
・
マ

ス
、
南
洋
の
カ
ジ
キ
延
縄
な
ど
の
遠
洋
漁
業
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
四
十
八
歳
の
と
き
に
釜
石
の
港
湾
運
送
会

社
へ
転
職
し
、観
光
船
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
も
務
め
ま
し
た
。

 

「
定
年
後
は
、
自
分
の
持
ち
船
で
ソ
ッ
コ
（
ブ
リ
の
若
魚
）

や
ス
ル
メ
な
ん
か
を
獲
っ
て
遊
ん
で
た
ん
で
す
け
ど
、
膝
を

悪
く
し
て
し
ま
っ
て
ね
。
歩
く
の
も
難
儀
に
な
っ
て
き
た
も

ん
で
、
も
う
船
に
乗
る
の
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
」

　

現
在
は
自
宅
で
の
ん
び
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
実
は

こ
の
岩
間
さ
ん
、
知
る
人
ぞ
知
る
有
名
人
。
太
平
洋
戦
争
中

か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
赤
浜
や
、
同
地
区
の
漁
業
の
実
情
に

詳
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
社
会
学
系
の
研
究
者
や
大

学
院
生
な
ど
が
岩
間
さ
ん
の
も
と
を
訪
れ
、
聞
き
取
り
調
査

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

岩
間
さ
ん
が
研
究
者
に
よ
く
聞
か
れ
る
テ
ー
マ
の
一
つ
が

赤
浜
の
漁
業
、
特
に
オ
ッ
ト
セ
イ
漁
に
つ
い
て
で
す
。
岩
間

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
昭
和
の
初
め
に
赤
浜
の
小

し
ょ
う

豆ず

島し
ま

栄
作
さ
ん

と
い
う
漁
師
が
、
突
き
ん
棒
に
鉄
砲
を
併
用
し
た
イ
ル
カ
漁

の
漁
法
を
考
案
し
、
そ
れ
を
応
用
し
た
オ
ッ
ト
セ
イ
漁
が
、

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

 

「
昔
は
冬
場
に
な
る
と
、
箱
崎
か
ら
船
で
三
、四
十
分
ほ
ど

の
湾
の
外
に
結
構
オ
ッ
ト
セ
イ
が
い
て
ね
。
オ
ッ
ト
セ
イ
の

毛
皮
売
っ
て
、
肉
は
自
分
ら
の
食
料
に
し
て
い
た
ん
で
す
。

イ
ル
カ
獲
る
だ
け
で
は
生
活
し
て
い
か
れ
ね
え
か
ら
さ
」

　

戦
後
、日
本
で
は
オ
ッ
ト
セ
イ
漁
が
禁
止
に
な
り
ま
す
が
、

オ
ッ
ト
セ
イ
漁
解
禁
に
向
け
た
請
願
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
、
と
岩
間
さ
ん
。

 

「
赤
浜
漁
協
（
当
時
）
の
組
合
長
だ
っ
た
川
口
鶴
松
さ
ん
と

い
う
人
が
中
心
に
な
っ
て
国
に
陳
情
を
し
て
ね
。
そ
の
お
か

げ
で
水
産
庁
の
オ
ッ
ト
セ
イ
試
験
場
が
赤
浜
に
誘
致
さ
れ

て
、
生
態
調
査
の
名
目
で
わ
ず
か
に
獲
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
結
局
、
解
禁
は
さ
れ
ず
じ
ま
い
で
ね
。
だ
ん
だ
ん
漁
も
立

ち
行
か
な
く
な
っ
て
、
お
ら
み
た
い
に
遠
洋
漁
業
に
鞍
替
え

す
る
漁
師
が
増
え
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
。吉
里
吉
里
や
安
渡
、

室
浜
あ
た
り
か
ら
も
遠
洋
に
は
結
構
行
っ
て
ま
し
た
ね
」

　

東
京
大
学
の
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
し
た

当
時
の
こ
と
も
、
よ
く
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

 

「
東
大
の
旧
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
あ
た
り
は
、
昔
は
海
だ
っ
た

の
。
戦
後
十
年
の
間
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
一
九
六
六
年
に

貝
な
ど
の
種
付
け
を
す
る
種
苗
生
産
施
設
が
建
っ
て
、
そ
れ

を
閉
鎖
し
て
七
三
年
に
で
き
た
の
が
旧
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
」

　

沿
岸
セ
ン
タ
ー
に
は
以
前
、
岩
間
さ
ん
の
長
女
の
さ
と
み

さ
ん
が
事
務
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

「
職
場
結
婚
を
し
て
、
当
時
の
セ
ン
タ
ー
長
さ
ん
の
沼
知
先

生
に
仲
人
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
単
な
る
ご
近
所
さ
ん

以
上
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
す
ね
」

　

十
代
の
と
き
か
ら
海
と
と
も
に
生
き
て
き
た
岩
間
さ
ん
に

と
っ
て
、
今
、
一
番
気
が
か
り
な
の
が
、
大
槌
の
海
の
資
源

や
環
境
の
変
化
で
す
。
例
え
ば
、
昔
は
湾
内
で
数
多
く
獲
れ

た
イ
カ
や
メ
バ
ル
が
今
で
は
ほ
と
ん
ど
獲
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
サ
ケ
の
漁
獲
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

 

「
最
近
は
カ
モ
メ
が
ね
、
放
流
さ
れ
た
遊ゆ

う

魚な

子こ

（
サ
ケ
の
稚

魚
）
を
狙
っ
て
川
ま
で
飛
ん
で
く
る
の
。
昔
は
一
羽
も
来
な

か
っ
た
。
餌
に
な
る
イ
ワ
シ
な
ど
の
海
の
小
魚
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
せ
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
」

 

「
旧
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
頭ず

ん

帽ぼ
う

岩い
わ

っ
て
い
う
岩
礁
が
あ
っ

て
、
お
ら
の
小
さ
い
と
き
は
満
潮
で
も
見
え
た
。
そ
れ
が
温

暖
化
で
海
面
が
上
が
っ
た
の
か
、
今
は
干
潮
時
に
も
見
え
ま

せ
ん
。
大
槌
の
海
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
魚
は
戻
っ

て
く
る
の
か
、
と
て
も
心
配
で
す
。
元
漁
師
と
し
て
は
、
セ

ン
タ
ー
の
先
生
方
に
頑
張
っ
て
そ
の
へ
ん
を
研
究
で
明
ら
か

に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

　
カ
モ
メ
と
サ
ケ
稚
魚
の
関
係
に
つ
い
て
は
、実
は
、セ
ン
タ
ー

の
佐
藤
信
彦
特
任
研
究
員
ら
が
調
査
し
た
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
た
し
か
に
カ
モ
メ
達
は
大
槌
川
に
放
流
さ
れ
た
サ
ケ
稚

魚
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
放
流
数
に
対
す
る
割
合
で
見
る
と

１
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
程
度
と
わ
か
り
、
カ
モ
メ
が
サ
ケ

資
源
を
激
減
さ
せ
る
要
因
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
川
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
要
因
も
複
数
考
え
ら
れ
る

の
で
、こ
の
続
き
は
、今
後
メ
ー
ユ
通
信
で
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

岩
間
さ
ん
た
ち
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
研
究
者
た

ち
も
、
日
々
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
ケ
ペ
ル
先
生
」
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
一
九
六
〇
年
代
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

子
ど
も
向
け
番
組
『
も
の
し
り
博
士
』
に
登
場
す

る
、
眼
鏡
を
か
け
た
お
じ
い
さ
ん
博
士
（
の
人
形
）

で
す
。
今
回
の
街
歩
き
で
は
、
そ
の
風
貌
と
博
識

ぶ
り
か
ら
「
赤
浜
の
ケ
ペ
ル
先
生
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
元
漁
師
・
岩
間
幸
雄
さ
ん
に
、
赤
浜
や
大
槌

の
今
昔
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

街
歩
き 

…
… 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
メ
ー
ユ
が
大
槌
・
釜
石
・
山
田
・
宮
古
の
ユ
ニ
ー
ク
、
元
気
な
人
を
紹
介
し
ま
す
。

赤
浜
の
漁
師
の
生
活
を
支
え
た

オ
ッ
ト
セ
イ
漁

大
槌
の
海
に
元
気
を

取
り
戻
し
て
も
ら
い
た
い

イ
ル
カ
な
ど
の
突
き
ん
棒
漁
や

遠
洋
漁
業
な
ど
に
従
事

　文・宮腰卓也
撮影・山本祐之ほか　大気海洋研究所・岩間幸雄さん所蔵

元漁師　岩間 幸雄さん大型漁船に従事した後、観光船のエンジニアも務めた岩間
さん（左）。写真の船は「リアス」。

ひょうたん島（蓬莱
島）に祀られている
オットセイの供養
碑（1952年 5月建
立）。戦後の大槌町
赤浜地区には日本・
アメリカ・カナダの
３カ国によるオット
セイの研究施設があ
り、生態調査が行わ
れていました。

魚群探知機も方位測定器もない時代か
ら、お兄さんと営んできた漁船漁業。
濃霧の中でも、岩の形や様子から場所
を推測し、大槌まで船を走らせたとか。
（写真の人物は幸雄さんのお兄さん）

漁師町の戦後史を語り伝える
「赤浜のケペル先生」

かつての地域の様子を、そこに見えているかのように語る岩間さん

沿岸センターの吉村特任研究員も岩間さんに研
究のご協力をいただいています。戦前～戦後に
かけての赤浜や大槌の歴史や、漁業史を教えて
いただきました。

自分の腕
ひとつで
漁をする
なんて !

昭和 30 ～ 32 年
頃の大槌湾。イル
カやオットセイの
漁をやめて漁船漁
業に転換するため
に造船された「転
換船」が並ぶよう
になりました。



「はまさん」こと 濵 弘泰 さん
千葉県柏市にある大気海洋研究所の 1階に店を構える
「お魚倶楽部はま」の店主。店名は「さまざまな魚が宝
石のように詰まった玉手箱を、お客さんとともに開け
て楽しむ」というイメージに由来。
「魚への探求心から、“一般的ではない食材、一般的では
ない食べ方”を常に工夫しています」というはまさんは、
全国の漁港に自分で足を運び、通常のルートでは手に
入らない優れた食材を探求しているお寿司屋さんです。

はま
さんのつぶやき

みりん
50cc

しょうゆ
50cc 砂糖

小さじ 3
水
500cc

ニシン三品
～いろんな食べ方で旬を満喫～

大槌湾、三陸沿岸域の食素材を使った料理を提案していきます。

　「あれからニシンはどこへ行っ
たやら」、昔の歌の一節です。ニ
シンは、鰊御殿で知られる通り、
多獲性小型浮魚の一種です。何万
粒も卵を抱えるため、卵は数の子
として珍重されます。お正月にお
節料理として召し上がった方も多
いのではないでしょうか。産卵は
浅海域で行われるため、沿岸で漁
獲でき、江戸時代にはニシン漁が
北日本で栄えました。子持ち昆布
は浅海域の昆布にニシンが卵を
産み付けることから端を発してい
ます。冷凍技術が無かった江戸時
代には、内臓を除去し、寒風のも
と干した身欠きニシンが北前船で
都へ運ばれ、鰊そば、昆布巻きな
どが考案されました。
　古くから日本人に馴染みの深い
ニシンですが、その生態には謎が
多く残されています。日本周辺で
は、厚岸湾など狭い範囲で一生を
過ごすものと、広く回遊するもの
が存在しますが、異なる生態を持
つ理由は不明です。漁獲量も 100
万 t 近い戦前から現在の約千 tと
大変動しますが、そのメカニズム
も不明なままです。同じニシン科
のウルメイワシなどと比較した研
究では、ニシンは、低水温の危険
性も顧みずに餌の多い北方に進
出した野心家で、大量産卵が可能
な反面大きな変動リスクも抱えた
と提唱されています。北太平洋の
ニシンを比較すると、寒冷なサハ
リンでは400gに達するのに対し、
温暖なカリフォルニアでは 150g
程度にしか達しません。まさに子
孫繁栄のために寒海へ乗り出した
挑戦者なのかもしれません。

ニシンについて
あれからニシンはどこへ

東京大学大気海洋研究所 
環境動態分野 
教授 伊藤 進一

　
二
年
前
、
俺
は
71
歳

で
〝
タ
ブ
レ
ッ
ト
〞
を

購
入
し
た
。
取
り
引
き

先
に
勧
め
ら
れ
て
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
ら
、
数
々
の

魚
関
係
者
と
知
り
合
っ

て
さ
。
最
近
、
ニ
シ
ン

の
刺
身
の
映
像
が
出
て

た
ん
だ
よ
。
今
ま
で
、

小
骨
が
多
い
か
ら
手
で

さ
ば
い
て
い
た
け
ど
、

骨
切
り
を
し
て
皮
目
を

炙
っ
た
刺
身
を
試
し
て

み
た
ら
、
目
か
ら
鱗
！

こ
ん
な
に
ニ
シ
ン
が
旨

い
と
は
、
驚
い
た
な
。

文
明
の
利
器
に
感
謝
!! 

❶ ニシンはタレ
（酒、みりん、しょ
うゆ、砂糖）に 30
分以上漬けておく。

❸ 煮焼き目がつい
たら、出来上がり。

❷ 皮に飾り包丁を入
れ、弱火で背と腹を返
しながら、フライパン
またはグリルで焼く。
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材料
【照り焼き用】
● 身欠きニシン
   （ソフト身欠き鰊）　三枚　
● 酒  50cc  ● みりん  50cc　
● しょうゆ  100cc　
● 砂糖  大さじ1
【煮付け用】
● 身欠きニシン
   （ソフト身欠き鰊）　三枚　
● 早煮昆布  10g　
● 生姜　一片
● 水  500cc　● みりん  50cc
● しょうゆ  50cc　
● 砂糖  小さじ3
【炙り丼用】 
● 生ニシン
   （三枚におろしたもの）
＊ 鮮魚店やスーパーでおろしてもらえます

作り方

第
十
三
回

【身欠きニシンの照り焼き】

❶ ニシンは 3cm幅に切る。早
煮昆布は 3cm幅に切って 15分
ほど水に浸けておく。

❸ 落し蓋をして、アクをとりな
がらコトコトと煮込む。昆布が
柔らかくなるまで煮込んだら、
出来上がり。

❷ 水に調味料、ニシン、昆布を
入れて弱火にかける。

【身欠きニシンと昆布の煮付け】

骨を切る音が聞こえるよ。
POINT!

❶ 皮側に 1.5mm間隔で切り目
を入れる。切り落とす手前で包丁
を止めて、骨を切るようにする。

❸ 2cm の幅で切り、器に盛っ
て出来上がり。

❷ 端まで切ったら、
バーナーで皮をあぶる。

【炙りニシン丼】

ニシンに熱湯をサッと
かけておくと、独特の
臭みが取れるよ。

POINT!

身欠きニシンは下ごしらえとして、カマと腹骨を
切り落とし、中骨を骨抜きで抜く

大葉、卵焼きなど、お好きなものや
ご家庭の冷蔵庫にあるものをトッピ
ングして丼ぶりで食べても、刺身で
食べてもOK！

隠し味に生姜
の搾り汁を入
れてね。

POINT!


